
PowerPointによる
講演動画ファイルの
作成マニュアル
(Windows版)

録画を開始するにあたっての注意点
・⾳の静かな環境での録画を⾏ってください。
・⾳のでる電⼦機器の設定をオフにして録画を⾏ってください。



(１) Windowsのサウンドからマイクの⼊⼒を事前に確認
①スタート → 設定 → システム → サウンドの順に開き、

⼊⼒デバイスが選択されていることを確認してください。

②マイクのテストでは声を出して反応しているか試してみてください。
動画ファイルの⾳声が⼩さすぎることのないよう，ここで適切にレベルを調整して下さい

①

②



１. スライドショーを選択し“スライドショーの記録” → “先頭から記録”をクリックします。

(２-1) 作成したPowerPointの資料から記録を開始する
※PowerPoint2013/2016バージョン

２. ”スライドとアニメーションのタイミング” と “ナレーション、インク、レーザーポインター”に
チェックを⼊れて記録の開始をクリックしてください。
記録中が表⽰されタイマーが開始されますので⼝頭で発表の録画を⾏ってください。
最後のスライドを進めると記録が停⽌されます。



(２-2) 作成したPowerPointの資料から記録を開始する
※PowerPoint2019/Office365バージョン

２. ”記録” をクリックすると録画が開始されますので⼝頭で発表の録画を⾏ってください。
最後のスライドを進めると記録が停⽌されます。

１. スライドショーを選択し“スライドショーの記録” → “先頭から記録”をクリックします。



(３-1) 記録したスライドを動画に書き出す

記録したスライドを確認後、ファイル → エクスポート → ビデオの作成の順に
動画の書き出しを⾏ってください。



１.ビデオの作成の設定は中サイズ (720pixel:960×720)を選択し
“記録されたタイミングとナレーションを使⽤する”を選択後、ビデオの作成をクリックしてください。

(３-2) 記録したスライドを動画に書き出す

２. 名前をつけて保存 → ファイル名︓【4桁の講演番号】→ ファイルの種類【MPEG-4ビ
デオ】を選択し保存を押すとmp4を作成中が始まります。


